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令和５年度学校関係者評価委員会の報告を受けて次年度に向けた改善方策 

 

令和５年度の学校関係者評価について、保護者、地域の皆様にはご協力ありがとうございました。そし

て、田中委員長をはじめ学校関係者評価委員会の皆様には、何度も学校にお集まりくださり評価を分析し

て報告書をまとめていただきました。誠にありがとうございました。 

 丁寧な分析と、本校の教育活動へのとても温かいエールをいただきました。この報告書をもとに、令和

６年度の教育課程や学校経営方針を定め、具体的な方策により更に改善した教育活動を進めて参ります。 

※ 学校経営方針・教育課程・指導の重点では、本校の教育活動の目標や、さらに細分化した目標と具体

的な方策をお示しいたします。教育課程については一部を提示しています。 

 

（１）学習指導について 

引き続き生徒にとってよりよい学習指導を実践していく。また、学習指導（授業）について、保護者に

知ってもらえるような機会を拡充していく。ＩＣＴ機器の活用については、評価委員会の提言にあるよう

に、蓄積したノウハウを生かし、デジタル教科書や、Team、ロイロノート、キュビナ等の個人タブレッ

トを活用した授業を充実、発展させ教員の授業改善にもつなげていく。 

学校経営方針・教育課程・指導の重点 

・校内研修を充実させ、全教員が年間1度は、授業改善のための研究授業を行う 

・令和５年度校内と学び舎で共通の研究テーマ「学習の個別最適化」及び昨年のテーマ「PISA型読解力

の育成」の実現に向けて、「読む力」「考える力」「表現する力」の育成を、教科横断的に実践する。 

・すべての教員と生徒がＩＣＴ機器及びタブレット端末等を活用し、個別最適な学びを提供するための

学習指導を実践できるように、校内研修を充実させていく。 

・他者の考えに共感し、協働しながら問題解決的な学習の充実を図ることができるように、管理職や同僚

による授業観察と振り返りをとおして授業改善を図っていく。 

・獲得した知識を活用したり、他の教科等と相互に関連付けたりしながら、課題解決に向けて学びを深め

ていく学習を推奨する。また他者と協働しながら学習をすすめていく過程を重視することで「せたがや

探究的な学び」を推進する。 

 

（２）生活指導について 

学級活動や生徒会、委員会活動、行事の取組を活性化して、生徒の主体性や自己肯定感を育むとともに、

「目標に向かって頑張る力」「人とうまく関わる力」「失敗から立ち上がる力」等の「非認知的能力」を育

成する。同時に互いに支えあい高めあう学級、学年、学校集団を育て協働的な学びの土壌を拓く。また、

現在取り組んでいる「学校規模ポジティブ行動支援 （SWPBS）」の実践、構成的グループエンカウンタ

ー等により、生徒の社会性や主体性をさらに高めていく。 



学校経営方針・教育課程・指導の重点 

・生徒会主催のボランティア体験等の異学年交流、また立青式等の行事をとおして、地域社会の一員とし

てより良い生活を築こうとする自主的、実践的な態度を育てる。 

・学級活動、生徒会活動、学校行事の実行委員会等、生徒による自主的な活 動を活発にし、生徒の自主

性を伸ばし、協力することの大切さを学ばせ、学校への帰属意識を高める。 

・自尊感情を高めるとともに、人間関係形成能力を伸長するために、教育 相談的手法（エンカウンター

やソーシャルスキルトレーニング等）を年間を通じて計画的に実践していく。 

・生徒にルールやきまりについての意義を考えさせる指導を心がける。 また、画一的な指導ではなく、

対象となる生徒の事情や状況を考慮しながら、その生徒にとって最善の方法で指導していく。 

・教育相談的な手法やＳＷＰＢＳの手法を用いて、生徒の取組を認める、褒める指導を心がけ、生徒の正

義感や規範意識、思いやりのある温かい人間関係を育てる。 

 

（３）学校行事について 

生徒、保護者、地域ともに、どの質問項目についても肯定的評価が高く、学校が行事を大切に捉えてい

る表れという評価をいただいてる。引き続き地域と一緒に生徒を見守る機会として位置づける。 

学校経営方針・教育課程・指導の重点 

・学校生活の基盤である学級活動を重視し、行事・生徒会活動などの様々な場面をとおして、学級・学年・

学校の一員として多様性を理解し、望ましい人間関係の構築を目指す。集団や社会の一員としての自覚

と連帯感を高め、協力して学校生活の充実と発展に努めることのできる質の高い集団づくりに取り組

む。 

 

（４）キャリア教育について 

保護者への情報発信を引き続き継続するとともに、生徒への情報発信の場として、進路に関する施設の

整備などを考えていく。 

学校経営方針・教育課程・指導の重点 

・世田谷区の「キャリア・未来デザイン教育」を３年間の具体的な全体計画を見直し、生徒が自らの道を

切り拓こうとする意欲と知識を身に付けさせる。 

・キャリア・パスポートの活用を推進する。小学校からの引継ぎ、また次年度への移行に伴い、キャリア

教育で学んだことを計画的・継続的に「キャリア・パスポート」へ記録することで、自己理解を深め、

キャリア形成に役立てる。 

・「キャリア教育」年間指導計画に基づき、ボランティア活動などの勤労奉仕的活動を行い、進んで奉仕

する態度や主体的に地域に関わろうとする意識を醸成する。 

・進路に関する情報提供やガイダンスは１・２年生にも積極的に提供し、 生徒の能力・適正や進路指導

に基づいて適切に助言や支援を行う。「都立高校による訪問授業」を２年生対象に実施し、進路選択に

対する動機付けを図る。これらの取組をとおして、自ら主体的に進路選択ができる能力や態度（キャリ

アプランニング能力）を育成する。 

 

 



（５）教職員（先生）について 

保護者・生徒から大変高い肯定的評価を得ている。今後も生徒一人ひとりに対して丁寧に話を聞くなど

の対応を継続していくとともに、生徒の機微を見逃さないよう、親身な対応を心がけていく。 

学校経営方針・教育課程・指導の重点 

・校内研修をとおして、生徒理解の充実をはかる。また、面談機会を年間で３回設定し、生徒、保護者と

の信頼関係の構築 

・特別な支援を要する生徒に対する教育活動の推進に向けて、インクルーシブ教育やユニバーサルデザ

インの推進をはかる。 

・スクールカウンセラーや特別支援教室の教諭を交えた校内支援委員会を週に一度設定し、生徒の困り

感を共有し、対応についての協議を重ねていく。また、年間２回行われるＱ－Ｕ調査活用や生活アンケ

ートを効果的に活用し、生徒との信頼関係構築に役立てていく。 

・教育相談的な手法やＳＷＰＢＳの手法を用いて、生徒の取組を認める、褒める指導を心がけ、生徒の正

義感や規範意識、思いやりのある温かい人間関係を育てる。 

 

（６）全般について 

学校生活が楽しく達成感があると感じている割合は、毎年保護者も生徒も非常に高く、充実した学校生

活を送っているとの評価について、引き続き生徒の主体性を育む、達成感や帰属感を感じることができる

活動を実践していく。 

学校経営方針・教育課程・指導の重点 

・学校の重点目標にもあげられているように、「安心・安全で、成長の喜びのあふれる温かい学校」を目

指した教育活動を実践していきます。 

・学級活動では、学級の生活における組織づくりや諸課題の解決をとおして、望ましい人間関係の構築を

図る。また、「総合的な学習の時間」との関連を図りながら、学ぶこと、働くことの大切さに気付かせ、

自己の将来の生き方について主体的に考え、適切な進路を選択し、将来の自己実現に向けて前向きに取

り組むことができる力を養う。 

・学級活動、生徒会活動、学校行事の実行委員会等、生徒による自主的な活 動を活発にし、生徒の自主

性を伸ばし、協力することの大切さを学ばせ、学校への帰属意識を高める。 

 

（７）部活動について 

昨今の様々な事情があるが、学校としてできる範囲の中で最大限できることを実施しくとともに、地域の

人材など部活支援員の充実を図り、生徒たちの主体性の伸長や達成感・満足感を得られるような活動を実

践していく。 

学校経営方針・教育課程・指導の重点 

・部活動支援員や大学生ボランティア、TEAPROや地域支援本部と連携した人材確保など、外部人材を

有効活用し、部活動をはじめとする様々な教育活動の場における教員の負担感をなくしていく。 

 

 

 



（８）情報提供について 

ホームページや回覧板、保護者はすぐーるなど、様々な機会を通じて広報活動・情報提供に力を注いで

いく。その際、情報過多により本当に重要な情報が埋もれることがないよう、情報の精査や見せ方などの

工夫を考えていく。 

学校経営方針・教育課程・指導の重点 

・保護者・地域の方々との信頼関係を構築するために、公開授業や学校行 事・学校だより、学校ホーム

ページなどを通じて、積極的に本校の教育活動を公開する。 

 

（９）学校運営について 

学校経営方針や指導の重点やを保護者会などにおいて、保護者にポイントを絞ってわかりやすく伝え

ていく。 

 

（１０）家庭と学校の連携について 

保護者に対するいずれの項目も『否定的評価』が30％前後と高い水準となった。昨今の環境からなか

なか難しい問題ではあると思われるので、ＰＴA と連携を取りながら、できる範囲のなかでできること

を小さなことから進めていく。 

 

（１１）地域との連携について 

地域と連携した行事が徐々に再開している。地域に育ててもらえる学校として、市域の大学や青少年地

区委員会と連携した地域行事を大切にしていく。 

学校経営方針・教育課程・指導の重点 

・生徒会主催のボランティア体験等の異学年交流、また立青式等の行事をとおして、地域社会の一員とし

てより良い生活を築こうとする自主的、実践的な態度を育てる。 

・避難所運営訓練や地域と協働で行うボランティア活動をとおして、社会を よりよくすることができ

ることを実感できる体験的な学習を実施する。 

・地域社会と協働した活動として、九品仏青少年地区委員会主催の「盆踊り」「ウォークラリー」「新春こ

どもまつり」等の行事にボランティアとして参加し、地域の一員としての自覚をもたせ、ボランティア

マインドを醸成する。 

・生徒が周りと協力しながら課題を解決していく力を育むため、地域の大学生との交流として、特別支援

学級の生徒と産業能率大学の学生の定期的な交流を継続、発展させる。 

 

（１２）学校の安全性について 

新校舎も完成する予定で、施設面での補強などの効果が出ている。引き続き、防犯・防災に対するきめ

細やかな対策を継続していく。 

 

 

以上 

 


